
昌
一
一
き
本
化
の
涙
に
掠
〈
な
っ
た
の
は
慨
〈
e

べ
き
で
あ
る
、

宗
教
家
の
天
職
を
忘
れ
た
大
罪
人
で
あ
る
。

崇
拝
し
奉
る
本
化
大
量
一
の
御
一
代
は
永
へ
に
此
の
迷
雲

を
開
拓
し
て
読
ま
れ
る
、
宗
教
家
の
手
本
で
あ
る
。

事
き
涙
、
私
共
は
此
の
噴
い
、
暑
い
、
意
義
ゐ
る
一
保
に

咽
ぶ
ゃ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
そ
し
て
一
日
も
此
の
違
い

涙
が
、
王
法

t
偽
訟
と
冥
合
し
四
海
妙
典
に
同
蹄
し
て
、

遠
〈
ば
本
備
の
御
素
懐
、
近
〈
ば
本
化
大
曇
の
大
志
が
現

賞
さ
れ
て
、
上
下
高
民
随
喜
の
涙
tc
な
る
や
う
に
し
た
い

事
き
涙
の
底
に
は
魔
す
る
や
う
な
大
な
る
力
が
あ
る
。

聖
誕
七
百
年
に
際
し
て

世
人
に
訴
ふ

高

瀬

敢

闘

凡
そ
此
の
天
地
聞
に
介
在
せ
る
、
ゐ
b
と
あ
ら
ゆ
ろ
生

物
じ
は
、
病
無
き
龍
は
令
、
況
し
て
四
百
四
病
の
器
と
も

一
五
は
れ
て
居
る
我
我
人
聞
の
身
の
上
じ
就
て
は
、
言
を
待

べ
さ
る
所
な
引
ば
、
此
の
集
困
じ
よ
り
て
構
成
さ
れ
た
る

岡
家
な
る
も
の
、
叉
病
無
き
を
得
予
o
我
々
人
聞
の
病
仁

就
き
考
へ
見
ん
も
、
其
病
質
仁
ょ
っ

τ、
普
通
一
般
の
所

謂
病
と
稀
す
る
a
h

の
と
博
染
性
を
有
す
る
病

t
じ
別
れ
、

此
の
二
者
を
比
較
し
其
病
質
の
何
れ
が
恐
ん
し
〈
何
れ
が

害
毒
の
甚
大
な
る
か
は
云
は
や
’
も
が
な
に
て
、
コ
ν
夕
、
ぺ

ス
ト
、
肺
結
核
等
の
如
き
博
染
病
は
他
の
病
気
に
比
し
て

如
何
・
～
危
険
た
る
か
は
諭
を
待
た
今
、
彼
の
病
菌
仁
一
度

襲
は
れ
ん
か
絡
に
致
命
傷
た
る
を
見
が
れ
今
o
胃
腸
心
臓

等
の
如
き
病
も
共
仁
恐
る
べ
き
は
相
違
な
き
も
其
異
な
る

鮎
や
、
そ
の
人
一
人
仁
止
ま
れ

E
、
偉
染
病
た
る
や
、
唯

車
仁
一
個
人
を
倒
す
に
止
ま
ら
や
’
猛
烈
な
る
勢
を
以
て
四

方
に
惇
婚
し
、
其
害
た
る
や
、
賞
に
戦
傑
す
ぺ
き
こ
と
、

流
行
性
戚
胃
の
縛
め
に
倒
れ
た
る
致
、
前
後
五
箇
年
聞
に

亘
る
世
界
の
大
動
胤
仁
於
り
る
戦
死
者
（
七
百
高
人

t
稽

せ
ら
る
）
の
そ
れ
よ
り
も
、
僅
か
の
短
日
月
比
於
け
る

悪
性
流
行
成
胃
に
よ
る
死
己
者
の
多
き
を
算
せ
し
は
、
銃

に
世
人
の
知
る
所
に
し
て
、
殊
に
外
国
の
或
市
の
如
き
其

人
口
の
一
一
割
に
及
ば
ん

tω
惨
慌
た
る
仁
到
つ
て
は
、
戦

標
せ
ざ
る
を
符
す
の
故
に
誰
人
も
惇
染
病
患
者
と
云
ふ
を
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知
ら
ば
、
各
自
に
於
て
ち
要
心
し
、
同
家
に
於
て
ち
濠
防

の
方
法
を
講
J

＼
患
者
の
隔
離
や
衛
生
部
警
察
署
等
俄
か

に
大
活
動
を
始
め
、
新
聞
は
盛
ん
じ
大
書
し
て
同
民
に
警

告
を
な
す
な
り
。

き
で
同
家
の
病
仁
も
亦
自
ら
此
の
ニ
開
あ
る
を
記
憶
せ

ざ
る
べ
か
ら
子
、
我
々
日
本
捌
民
た
る
者
、
自
己
の
身
体

の
大
切
な
る
を
知
る

t
同
時
に
我
凶
体

ω
何
た
る
か
を
忘

る
ぺ
か
ら
十
o
我
々
一
身
の
血
潮
の
中
じ
は
、
我
々
組
先

幾
十
代
の
血
潮
が
流
れ
、
一
個
の
身
体
は
父
母
仁
依
り
、
父

母
は
祖
父
母
に
よ
り
て
生
れ
、
期
〈
し
て
組
先
悼
来
の
血

潮
は
過
去
現
在
未
来
と
三
世
に
通
ふ
も
の
な
れ
ば
、
我
闘

は
天
照
太
神
闘
を
肇
め
給
ひ
て
よ
り
誌
に
数
千
年
、
所
謂

教
育
勅
訴
の
「
我
が
皇
組
阜
宗
闘
を
肇
’
り
る
こ

t
宏
遠
」

に
し
て
、
天
照
太
紳
正
仁
我
闘
を
創
建
し
給
ふ
じ
際
し
、

天
楼
無
窮
の
詔
勅
を
下
し
給
ひ
、
畏
れ
多
〈
も
皇
室
を
大

家
仁
戴
〈
此
の
一
大
家
朕
を
成
し
、
組
先
仁
は
玉
な
す
御

手
に
剣
を
執
り
、
一
一
一
韓
を
鰐
慾
し
給
へ
る
紳
功
皇
后
あ
ら

日
ゆ
出
づ
る
天
子
日
の
設
す
る
天
子
仁
致
す
と
、
我
闘
の

成
危
を
一
不
さ
れ
允
る
聖
徳
太
子
あ
り
、
又
彼
の
欧
亜
大
時

に
袴
が
る
大
闘
を
お
し
て
小
蒙
古
と
呼
び
、
関
芹
統
一
の

偉
大
を
高
唱
し
給
へ
る
日
連
事
人
あ
り
。
此
の
永
遠
無
窮

に
し
て
紳
型
な
る
凶
家
に
往
し
、
光
柴
あ
る
姐
先
ケ
有
す

る
日
本
闘
民
よ
、
総
て
を
西
洋
の
新
奇
に
附
和
雷
同
し
、

我
が
同
体
も
歴
史
も
顧
み
や
世
界
の
大
勢
佐
も
洞
察
せ
や
’

喉
白
目
的
じ
新
設
を
鼓
吹
す
る
な
以
て
新
ら
し
が
り
、
本

邦
問
有
の
美
錨
加
を
陳
腐
と
し
て
瑚
り
る
が
如
き
、
同
家
枇

曾
に
害
毒
を
流
し
、
建
仁
は
天
下
そ
殺
し
開
基
を
危
く
す

る
険
悪
の
気
分
あ
る
を
劃
岸
の
火

t
思
ふ
勿
れ
。
今
や
世

界
各
国
を
其
毒
牙
に
倒
さ
ん

t
す
る
恐
る
ぺ
き
侍
染
病
の

阪
に
露
闘
を
倒
し
、
早
〈
も
東
洋
の
天
地
を
赤
化
せ
し
め

ん
と
し
つ
？
の
り
。
斯
る
精
神
的
侍
染
病
流
行
の
根
元
た

る
や
、
那
遁
仁
存
す
る
か
は
詳
か
に
知
F

所
仁
あ
－
L

J

・t

離
も
、
そ
が
戟
後
仁
一
於
げ
る
時
代
思
潮
の
大
な
る
影
響
を

な
す
所
た
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
（
、
而
し
て
其
戚
染
ぜ
ん

t
す
る
は
、
心
身
に
大
な
る
敏
陥
あ
る
仁
あ
ら
ざ
久
や
日

〈
そ
は
近
来
都
曾
人
士
中
、
特
仁
枇
曾
的
地
位
を
有
寸
乙

智
識
階
級
者

ω脳
中
仁
は
、
所
謂
我
億
勝
手
の

J

プ
毛
ク
ラ

ジ
！
な
る
凪
想
琵
み
込
み
、
恰
か
も
一
克
品
の
無
明
と
な
－
q
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そ
れ
よ
h
生
子
る
所
有
、
非
闘
民
的
行
動
に
諸
方
面
仁
被

勤
を
及
ば
し
、
之
を
癒
す
に
良
臨
無
き
を
如
何
す
ぺ
き
。

利
己
的
見
解
の
元
比
大
和
民
族
の
先
天
的
精
紳
を
設
却
し

斡
悦
浮
薄
貢
名
射
利
の
軍
、
前
後
左
右
を
顧
み
今
横
行
を

極
め
、
脅
迫
威
嚇
の
態
度
仁
出
で
、
群
集
を
頼
み
て
同
盟

罷
業
、
テ
ポ
グ

1
ジ
ユ
、
示
威
運
動
等
の
、
世
界
的
に
荒
れ

廻
る
流
行
は
遂
に
各
地
に
其
猶
械
を
見
る
に
到
b
、
人
心

を
し
て
淘
々
た
ら
し
む
る
忌
は
し
き
思
怨
の
傍
繕
と
共
に

固
体
観
念
の
麿
頚
せ
る
所
以
の
も
の
は
我
園
教
育
の
罪
な

ら
ん
も
、
又
闘
民
が
宗
致
の
撰
揮
を
過
つ
に
基
因
す
。
嘗

て
は
明
治
時
代
仁
於
て
、
胸
中
に
枇
曾
主
義
を
懐
り
る
惇

来
思
想
の
炎
は
、
反
逆
～
事
件
の
行
震
の
煙

t
立
丸
整
れ
b

誠
仁
思
想
は
行
錯
の
母
な
b
、
膿
む
ぺ
き
は
行
錯
に
し
て

恐
る
べ
き
は
内
に
潜
め
る
危
険
思
想
な
り
。

我
闘
の
現
代
思
潮
を
観
守
る
仁
、
黒
舶
の
渡
来
仁
よ
ち

世
界
に
費
醒
せ
る
、
過
去
五
七
十
年
の
故
閣
の
過
程
は
、

云
ふ
ま
で
る
な
ぐ
燦
然
た
る
物
質
文
明
心
旺
盛
を
示
し
た

る
だ
り
、
精
神
的
の
吐
曾
政
策
に
認
む
る
故
陥
を
指
過
さ

る
べ
き
は
否
む
能
氏
名
y
、
徒
ら
に
世
界
M
U
潮
の
議
勤
し
て

理
論

t
官
際
と
を
混
同
無
差
別
し
て
、
枇
曾
道
義
を
破
b

金
蹴
純
一
依
の
国
体
に
危
害
を
加
へ
む

t
す
る
T

Y

P
ス
の

赴
曾
観
念
に
心
醇
し
‘
虚
無
思
想
の
賓
行
を
期
せ
ん
と
す

る
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
赴
曾
革
命
に
雷
同
し
、
依
っ
て
毛
唐

が
鶏
肉
の
血
を
暖
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
嘆
？
ぺ
き
仁
非

十
や
o
彼
等
基
督
致
徒
は
博
愛
を
口
じ
し
て
入
荷
差
別
の

排
日
を
煽
動
し
、
紳
は
ゴ
ツ
ト
あ
る
の
み
と
叫
ぴ
、
己
が

客
分
の
身
を
も
顧
み
や
’
其
園
仁
居
て
而
も
大
君
を
呼
ぶ
仁

猶
ほ
罪
の
子
と
は
何
事
ぞ
、
闘
民
曾
崇

ω紳
霊
を
無
視
し

我
閣
の
美
徳
た
る
組
先
崇
拝
は
野
襲
宗
教
な
り

t
は
何
の

た
わ
け
ぞ
、
如
何
に
科
準
高
能
を
以
て
俺
命
と
す
る
彼
等

な

b
tも
、
我
国
体
を
無
視
し
宗
教
に
事
よ
せ
て
危
険
思

想
を
教
養
せ
し
む
る
は
、
園
家
の
侍
統
を
棄
し
、
園
家
の

組
織
を
撹
拠
す
る
悪
魔
じ
し
て
‘
闘
民
の
一
脳
利
、
園
家
の

静
論
、
枇
曾
の
秩
序
を
振
蓋
し
て
顧
み
向
如
き
は
、
断
じ

て
許
容
す
ぺ
き
に
非
ず
。

宗
教
仁
よ
り
闘
も
築
へ
叉
宗
教
仁
よ
b
τ
闘
も
己
ぷ
、

「
日
蓮
じ
よ
h
て
日
本
閣
の
有
無
は
あ
る
ぺ
し
」

t
、
天

上
天
下
介
然
孤
立
の
身
を
以
て
満
天
下
の
情
俗
を
敵
と
し

E’1 ) 



て
折
伏
の
怯
鼓
を
鼓
ら
し
、
本
化
上
行
の
化
身
と
自
捜
し

た
る
信
念
は
、
如
何
な
る
迫
害
じ
も
忍
辱
し
、
真
理
の
追

及
と
岡
家
の
意
志
．
希
求
の
立
正
安
圃
の
下
に
は
、
秋
霜

烈
目
峻
厳
一
歩
も
苛
責
せ
子
、
閣
洋
一
統
の
天
業
を
建
設

す
ぺ
〈
「
我
れ
日
本
の
柱
と
な
ら
ん
‘
我
れ
日
本
の
眼
目

と
な
ら
ん
、
我
れ
日
本
の
大
船
と
な
ら
ん
」
と
闘
家
開
眼

に
貼
晴
し
、
小
蒙
古
御
書
に
は
「
此
度
蒙
古
軍
的
征
め
寄

す
る

t
も
、
日
還
が
弟
子
槽
那
に
し
て
果
の
意
志
に
逆
h

て
ま
で
助
言
だ
に
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
師
檀
の
契
り
を
印
刷

ワ
ペ
し

L
t的
意
味
を
以
て
満
天
下
仁
明
り
る
志
向
の
高

惑
と
「
孝
子
慈
父
の
王
敵
と
な
れ
ば
父
を
捨
て
、
王
に
奉

る
は
孝
の
至
ち
な
b
」

t
、
人
の
子
仁
順
道
正
理
の
大
義

を
訓
識
し
て
、
悔
ゐ
ざ
る
同
家
奉
仕
は
、
不
退
時
法
輸
の

権
化

t
し
て
、
三
世
じ
遁
4
7
る
世
綾
異
人
の
典
型
を
示
し

給
ふ
。
賞
に
今
よ
b
七
百
年
の
昔
、
日
本
闘
が
生
み
出
し

た
る
塞
日
蓮
は
、
ク
9
ス
ト
が
如
き
博
愛
正
蓑
の
立
脚
地

を
認
容
せ
る
仁
非
子
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
の
如
き
武
断
層
腔
制
を

以
て
宗
教
債
値
仁
試
金
し
た
る
に
非
子
、
孔
夫
子
の
首
唱

し
た
る
治
家
修
身
の
現
賞
数
含
以
て
治
国
平
天
下
を
官
一
得

し
た
る
じ
も
非
令
、
況
ん
や

Y
1
ア
U
F

や
戸
鷲

ω
機
界
的

ニ
段
三
段
の
人
物
に
比
す
る
が
如
き
は
不
倫
仁
し
て
、
本

化
上
行
の
再
来
た
る
翠
人
は
、
一
ニ
身
具
足
の
本
併
に
あ
ら

ざ
れ
ば
「
爾
前
述
門
の
眼
科
曾
な
り
と
も
物
の
数
な
ら
や
’
」

t
蹴
散
ら
し
「
日
蓮
が
門
下
は
腫
病
に
て
は
叶
ふ
べ
か
ら

令
」
と
叱
陀
し
、
本
地
揺
伏
の
一
大
旗
織
を
郁
へ
し
て
、

「
漢
土
月
氏
に
も
勝
れ
入
高
の
園
仁
も
超
え
た
る
園
ぞ
か

し
、
本
門
の
戒
壇
此
の
闘
に
建
つ
ぺ
し
」

t
、
建
国
以
来

の
道
の
園
、
紳
の
岡
た
る
悌
画
土
に
住
し
、
久
遠
の
生
命

を
有
す
る
此
の
闘
を
基
礎
、
と
し
、
五
五
百
巌
の
長
き
閣
を

照
ら
す
べ
〈
、
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
の
法
華
極
弘
通
仁
、

「
日
本
乃
至
一
関
浮
提
一
聞
に
本
尊

t
す
べ
し
」

t
宣
惇

し
、
破
邪
顕
正
治
国
安
民
の
貫
現
を
奉
げ
ん
錦
め
、
不
惜

身
命
獅
子
肌
遊
ば
さ
れ
た
る
、
世
界
的
不
出
世
め

E
人
に

し
て
、
宗
教
に
も
徳
敢
に
も
、
一
切
人
事
の
規
範
に
超
越

高
踏
し
給
ふ
、
偉
大
な
る
霊
格
者
な
り
。
故
仁
↑
日
遁
は

何
れ
の
宗
の
元
組
じ
も
あ
ら
や
’
」

t
。

嵯
日
斯
か
る
偉
傑
日
蓮
の
降
誕
七
百
年
仁
際
し
た
る
我

等
国
民
は
、
維
新
じ
畳
醒
せ
る
明
治
世
代
の
唯
物
文
明
の
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典
型
に
劃
し
、
大
正
維
新
の
所
謂
改
造
期
に
嘗
’
り
心
得
ふ

べ
き
事
は
、
伎
の
過
激
、
無
政
府
、
共
産
主
義
の
如
き
は
、

世
の
不
逗
不
平
不
満
の
格
伍
者
の
設
に
外
な
ら
守
し
て
、

如
何
に
巧
妙
な
る
理
窟
を
附
曾
す
る
も
、
到
底
正
し
き
国

家
枇
曾
に
許
容
す
ぺ
き
に
非
子
、
幾
千
高
世
を
経
る
と
も

斯
か
る
主
義
主
張
は
正
法
の
闘
に
質
行
さ
る
べ
き
仁
非
十

こ
は
飢
世
の
齢
披
た
る
強
盗
山
賊
の
類
じ
し
て
、
唯
百
鬼

夜
行
の
醜
態
惨
般
な
演
じ
、
人
類
を
し
て
不
幸
に
陥
ら
し

む
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
o
さ
れ
ば
世
界
文
化
の
偉
業
に
貢
献

す
ぺ
〈
、
我
れ
の
進
ん
で
錯
す
ぺ
き
は
、
殺
火
の
勢
を
以

て
風
向
併
せ
ん

t
す
る
過
激
な
る
借
染
病
の
退
治
に
あ
り
。

こ
は
正
し
〈
是
好
良
柴
の
法
華
経
の
色
讃
円
運
が
「
根
本

の
信
」
を
以
て
、
不
惜
身
命
の
決
定
心
に
住
し
「
二
陣
三

陣
」
の
旗
頭
の
下
仁
、
末
法
高
年
庚
宣
流
布
の
質
現
を
期

す
ぺ
き
は
正
に
此
の
時
仁
あ
り
、
皇
国
の
縛
め
大
君
の
矯

め
義
勇
以
て
公
に
奉
子
ぺ
き
亦
此
の
時
な
り
o
日
本
国
民

t
し
て
久
遠
の
生
命
あ
る
岡
家
じ
生
れ
た
る
を
喜
ぶ
と
共

に
、
現
代
思
想
昇
の
煽
動
的
勤
議
に
劃
し
、
我
等
が
意
志

を
殺
一
不

L
給
ふ
「
白
蓮
先
駆
凶
り
し
た
り
和
殿
原
二
陣
三
陣

繭
り
」
と
の
、
御
墨
訓
に
添
へ
奉
る
の
嬉
悟
を
以
て
、
日

還
が
一
門
は
精
神
的
牛
誕
の
赤
誠
を
披
握
し
て
、
聖
誕
七

百
年
の
千
載
一
遇
の
好
機
を
之
ら
へ
紀
念
す
る
は
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
本
朝
唯
一
無
二
の
偉
大
な
る
人
格
と
、
嵩
高

な
る
関
家
観
念
の
致
訓
に
見
で
、
社
躍
報
思
じ
奉
答
す
る

は
、
蓋
し
亦
同
家
使
徒
の
本
然
な
L
リ

0

然
か
も
大
正
十
年

は
‘
精
紳
冥
々
の
裡
に
相
通
子
る
日
本
傭
殺
の
開
組
、
法

華
経
宣
侍
の
大
思
人
、
国
家
主
義
の
鼓
吹
者
た
b
し
、
墨

徳
太
子
の
一
千
三
百
年

t
、
侍
致
大
師
千
百
年
の
忌
辰
な

る
の
み
な
ら
子
、
更
に
敬
主
蒋
曾
の
御
降
誕
二
千
九
百
五

十
年
の
嘉
辰
仁
迎
混
ず
る
、
我
等
が
紀
念
を
新
仁
す
ぺ
き

多
幸
の
年
な
る
仁
於
て
を
や
O

ハ
大
正
十
年
正
月
十
五
日
号

奉
迎
七
百
年
聖
誕結

城

瑞

光

戦
後
の
世
界
は
政
治
敬
育
或
は
華
街
宗
教
の
各
方
面
に

混
沌
た
る
魁
潮
充
満
し
て
人
心
の
動
揺
、
世
界
の
趨
勢
は

小
天
地
に
踊
跨
し
て
人
類
の
安
寧
h
f
一
防
「
、
吾
人
等
は
如

是
邪
想
仁
判
別
し
て
飽
f
布
一
制
肘
し
質
際
的
、
阿
国
依
的
方
面
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